
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

 

令和 5年度 工業科( 機械系 ) 

 

教科 工業 科目 工業技術基礎 単位数 5単位 年次 1年次 

使用教科書 工業 701「工業技術基礎」（実教出版） 

副教材等 機械系実習プリント（藤井寺工科高校機械系編集） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

系を選択するため、各系の基礎的な内容の実習を行います。機械系では機械に携わる者として必要

な技術や論理感を身に付けていきます。実習では、機械製図や機械設計、機械工作などの専門に関

する基礎的な知識や技術について学びます。機械系で学ぶことについて理解を深めていきましょ

う。実社会で活躍できるエンジニアになることを目標に安全面に気を配り真摯に取り組みましょ

う。 

 

２ 学習の到達目標 

基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意義や役割を考えさせ、次のと

おり育成せることを目指す。 

（１）基本的な工具の使い方を理解するとともに、関連する技術を身に付ける。 

（２）実習内容に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき、工業技術の

進展に対応し解決する力を養う。 

（３）技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

機械技術に関する基礎的・

基本的な知識と技術を理解

し、安全かつ正確に時間を

意識した技能を身に付ける

とともに、工業の意義や役

割を理解している。 

諸問題の解決を目指して、自

ら思考を深め、問題解決方法

を適切に判断する能力を身に

付けており、機械技術に関す

る知識と実技を活用する力を

身に付けている。実習により

技術者として適切に判断し、

表現する創造的な能力を身に

付けている。 

機械系で学ぶ基礎基本に関心

をもつことを目指して、自ら

学び、その知識・技能の取得

を目指して、主体的かつ協働

的に取り組もうとするととも

に、実践的な態度を身に付け

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 



 

※令和４年度以降入学生用 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

① 

計

測

の

基

礎

知

識 

ものづくりにおいて、正しい測定

法を学び、測定法の基礎を学

ぶ。 

一般に使われる測定器の使い方

と使用上の留意点について学

ぶ。 

a:検査作業の基本作業について

正しい知識を理解している。 

b:検査作業の基本操作について

正しい知識を理解し、説明するこ

とができる。 

c:検査作業の基本操作について

関心をもち、意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣である。 

報告書 

 

 

課題 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

計

測

器 

の 

使

用 

・ 

測

定

法 

ノギス・マイクロメータの基礎的・

基本的な使用方法・測定法を学

び、正しい寸法の測定法を学

び、技術を確認する。 

a:計測の基本となる計測器につ

いて理解し、基本的な使用方法、

測定する技能を習得している。 

b:計測の基本となる計測器につ

いて理解し、説明することができ

る。最適な測定方法を考察し表現

できる。 

c:計測の基本となる計測器につい

て関心をもち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真剣である。 

報告書 

 

 

課題 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

三

角 

法 

の 

基

礎

知

識 

実測結果を表現するのに、三角

法の知識・技能を学び、技術を

確認する。 

ドラフターのしくみを学び、適切

な使用方法・調整方法を学ぶ。 

a:三角法及びドラフターについ

て正しい知識を理解している。 

b:三角法及びドラフターについ

て正しい知識を理解し、説明する

ことができる。課題製作を通して

実測結果を考えて作品として表

現する。 

c:三角法及びドラフターについ

て関心をもち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真剣である。 

報告書 

 

 

課題 

作品 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

前

期 

② 

鋳

造

の

知

識 

鋳造の種類・しくみを学び、鋳造

の基本技術と使用上の留意点に

ついて学ぶ。 

a:鋳造作業の基本作業について

正しい知識を理解している。 

b:鋳造作業の基本操作について

正しい知識を理解し、説明でき

る。 

c:鋳造作業の基本操作について

関心をもち、意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣である。 

報告書 

 

 

課題 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

鋳

型

の 

製

作 

鋳型の基礎的・基本的な製作方

法を学び、正しく選定する知識を

確認する。 

a:鋳型の製作に関して、正しく選

定する知識及び製作方法につい

て理解する。 

b:鋳型の製作に関して、正しく選

定する知識を理解し、説明でき

る。基本的な鋳型の製作をする技

能を習得している。 

c:鋳型の製作について関心をも

ち、意欲的に学習に取り組み、学

習態度は真剣である。 

報告書 

 

 

課題 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

鋳

込

作

業 

作業の準備・鋳込作業を正しく

安全に作業する方法を学ぶ。 

課題製作を通して、鋳込作業の

基礎的・基本的な技術を学ぶ。 

a:鋳込作業について安全に準

備・作業できる知識を理解してい

る。鋳込作業の分類と目的につい

て理解している。 

b:鋳込作業について正しい知識

を理解し、説明できる。課題製作

を通して鋳込作業等を考察し、作

品として表現できる。 

c:鋳込み作業について関心をも

ち、意欲的に学習に取り組み、学

習態度は真剣である。 

報告書 

 

 

課題 

作品 

報告書 

取組 

 

課題 

作品 

報告書 

 

観察 

課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

後

期 

① 

旋

盤

の

基

礎

知

識 

旋盤の加工方法・主要部のしく

みについ学び、旋盤の基本操作

を学ぶ。 

a:旋盤作業の基本操作について

正しい知識を理解している。旋盤

の主要部のしくみと働きについ

て理解している。 

b:旋盤作業の基本操作について

正しい知識を理解し、説明でき

る。旋盤の主要部のしくみと働き

について理解し、説明できる。 

c:旋盤作業の基本操作について

関心をもち、意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣である。旋

盤の主要部のしくみと働きにつ

いて関心をもち、意欲的に学習に

取り組み、学習態度は真剣であ

る。 

報告書 

 

 

課題 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

図

面

の

読

み

方 

図面にかかれている内容を正し

く理解する知識を学ぶ。 

図面から工程表を正しく作成す

るための、基礎的・基本的な知

識を学ぶ。 

a:旋盤作業に必要な図面をよむ

知識を理解している。基本的な工

程表を作成する技能を習得して

いる。 

b:旋盤作業に必要な図面をよむ

知識を理解し、図面をもとに正し

い工程表を作成し、説明できる。 

c:旋盤作業に必要な図面・工程表

について関心をもち、意欲的に学

習に取り組み、学習態度は真剣で

ある。 

報告書 

 

 

課題 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

課

題

製

作 

作業の準備・旋盤作業を正しく

安全に作業する方法を学ぶ。 

課題製作を通して、旋削作業の

基礎的・基本的な技術を学ぶ。 

a:旋盤作業について安全に準

備・作業できる知識を理解してい

る。旋削作業法の分類と目的につ

いて理解している。 

b:旋盤作業について安全に準

備・作業できる知識を理解し、説

明できる。課題製作を通して旋削

方法等を考察し、作品として表現

できる。 

c:旋盤作業について関心をもち、

意欲的に学習に取り組み、学習態

度は真剣である。 

報告書 

 

 

課題 

作品 

報告書 

取組 

 

課題 

作品 

報告書 

 

観察 
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後

期 

② 

溶

接

器

具

の

基

礎 

練

習 

作業に必要な装置の構成を学

ぶ。 

作業の準備・溶接姿勢を学び、

安全に作業する方法を学ぶ。 

a:溶接に必要な装置や構成につ

いて理解している。 

b:溶接に必要な装置や構成につ

い理解し、安全に作業する溶接姿

勢を考察し、表現できる。 

c:溶接に必要な装置や構成につ

いて関心をもち、意欲的に学習に

取り組み、学習態度は真剣であ

る。 

報告書 

 

 

課題 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

溶

接

の

基

本

作

業 

アークを発生させるために必要

な知識・技能を学ぶ。 

a:アーク溶接に必要な知識や溶

接法について理解している。 

b:アーク溶接に必要な知識を理

解し、タッピング法やブラッシン

グ法の技能習得について考察し、

表現できる。 

c:アーク溶接に必要な知識を技

能に関心をもち、意欲的に学習に

取り組み、学習態度は真剣であ

る。 

報告書 

 

 

課題 

報告書 

取組 

 

課題 

報告書 

 

観察 

課

題

製

作 

基本的なアーク溶接作業を行

い、安全に留意し、課題製作を

行う。 

a:アーク溶接について安全に準

備・作業できる知識を理解してい

る。アーク溶接作業法の分類と目

的について理解している。 

b:アーク溶接について安全に準

備・作業できる知識を理解し、説

明できる。課題製作を通してアー

ク溶接法等を考察し、作品として

表現できる。 

c:アーク溶接について関心をも

ち、意欲的に学習に取り組み、学

習態度は真剣である。 

報告書 

 

 

課題 

作品 

報告書 

取組 

 

課題 

作品 

報告書 

 

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


